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新東名高速道路「初」の
本線直結型スマートＩＣ

浜松浜北ＩＣ ↔ 遠州森町ＳＩＣ間



本スマートＩＣの供用によって、新平山工業団地、造成中の下野部工業団地といった産業拠点及び周辺観光地などへ
のアクセス向上に期待が高まっています。

スマートＩＣ周辺には、日本トレッキング協会登録の獅子ヶ鼻公園「トレッキングコース」や約４，０００本の梅が植えら
れている「豊岡梅園」、地元で採れた新鮮な農作物を販売している「とよおか採れたて元気村」などがあります。
今、磐田市の旬と言えば ゆるキャラグランプリ２年連続トップ１０入りの“しっぺい”です。

ぜひ、しっぺいに逢いに磐田市へお越し下さい。

●ようこそ我が町 ～スマートICから産業拠点・観光拠点へ～

新磐田
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●東名高速道路沿線の歴史 ～富士川スマートICの開設～

東名 富士川スマートICは、平成17年１月から、社会実験による効果検証等を行い、平成19年４月にスマート
ICとして、本格導入されました。現在では、4,000台/日程度の交通量があります。
県内では、遠州豊田スマートICも同時期に本格導入されています。

現在の富士川スマートIC付近 1970頃の富士川スマートIC付近
国土地理院（電子国土）より

↑新東名

遠州森町
スマートIC

新東名高速



ランプ橋（新東名跨道橋）から北を望む

事業費

○全体（概算事業費） 約２７億円

磐田市 約８億円

中日本高速道路㈱ほか 約1９億円

●担当者の声 ～(仮称）新磐田スマートＩＣ～

平成２８年度末の供用開始目標に向け事業実施中！

事業経過

平成２５年 ３月 国土交通省に実施計画書を提出

平成２５年 ５月 国土交通省に連結許可申請

平成２５年 ６月 国土交通大臣から連結の許可

平成２５年 ７月 中日本高速道路株式会社と基本協定の締結

平成２６年度～ 測量・設計業務、事業用地の取得開始

平成２７年度 工事着手予定

位置図

磐田市 建設部都市整備課 新磐田スマーIC推進班 班長 柿澤秀和

(仮称）新磐田スマートIC 事業概要

○路線名：新東名高速道路（第二東海自動車道）

○連結位置：磐田市 敷地 地内（市道下野部敷地線）

○計画交通量：1,500台/日（平成42年）

○運用形態：フルインター形式

○運用時間：24時間

○対応車種：ＥＴＣ車載器を搭載した

車長16．5ｍ以下の車両

○供用目標時期：平成29年3月末

現在事業中の（仮称）新磐田スマートインターチェンジは、平成25年6月11日、国土交通大臣から新東名高
速道路と磐田市道下野部敷地線とを接続するための連結許可を受け、平成29年3月の供用開始を目指し、事業
を進めています。当スマートインターチェンジは、新東名高速道路では、初となる本線直結型となるＥＴＣ専
用のスマートインターチェンジとなります。
当スマートインターチェンジの特徴としましては、隣接する新平山工業団地に直結、造成工事中の下野部工
業団地までは車で約３分とインターチェンジを活用した産業拠点整備が進んでいます。
現在の事業状況ですが、昨年度、測量・設計業務が完了し、用地買収交渉中であります。
今後も、国土交通省、静岡県及び中日本高速道路㈱東京支社と連携し、供用開始目標に向けて着々と事業を
進めていく予定です。

（仮称）新磐田スマートIC計画図

磐田市
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※事業中箇所の名称は仮称です。

●静岡県内のIC・スマートICの位置関係と供用予定

●お知らせコーナー ～静岡県、市町からのお知らせ～

◆ETC車載器新設５，０００円補助します！遠州森町スマートICでドライブが快適に

遠州森町スマートＩＣのさらなる利用促進のため、森町では、平成27年６月15日から、ETC車載
器設置費補助金制度が始まりました。（交付対象者：森町民、町内に事業所等を持つ法人）
詳細は、森町ホームページをご確認ください。
http://www.town.morimachi.shizuoka.jp/docs/2015061100024/

◆静岡県スマートIC協議会 幹事会を開催しました。

平成27年６月10日に、標記幹事会を開催しました。会議では、国土交通省中部地方整備局の
藤原専門官から、「スマートIC供用後のフォローアップについて」と題して、ご講演頂きました。

◆県内２箇所で、スマートICの名称が決定しました。

県内で事業中の「愛鷹スマートIC」と「大井川焼津藤枝スマートIC」について、平成27年３月に
名称が決定しました。今後、今年度末の供用開始を目指して、工事を実施していきます。


